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　図書館評価や公立図書館政策に関するさまざまな規範的・
実証的分析を行っています。現在、日本には、約 1,400 の自
治体が存在し、3,000 以上の公立図書館が設置・運営されてい
ますが、図書館はそれぞれ、量的にも質的にも様々に異なっ
ています。また、公立図書館は生涯学習や読書推進のための
施設としてだけではなく、近年、まちづくりの拠点や地域の
情報拠点などと認識され、コミュニティにおける位置づけの
重要性を増しつつあると言えます。それにともなって、多様

なステークホルダーが図書館に携わるようになりました。自
治体を取り巻く環境の変化と情報メディアの多様化の中で、
図書館をどれだけ設置し、どのように運営することが、社会
的厚生という観点から、より望ましいのかについて、種々の
定量的研究を行っています。具体的には、公立図書館の最適
規模の導出、非市場財である公立図書館サービスの貨幣価値
の測定などです。また、近年は電子書籍市場の動向とその図
書館サービスへの影響についても関心を持っています。

　公立図書館に関する諸制度やサービスの態様、ならびに、それ
らを取り巻く情報環境や出版流通の制度などの研究に関心のある
学生や大学院生と研究を行っています。なお、当研究室における
過去の修士論文の研究テーマは以下の通りです。「日本の図書館
協議会に関する総合的研究」「表示媒体の違いと読書の諸要素が
誤りを探す読みに与える影響」「公立図書館における利用規則」「大
学図書館におけるソーシャルメディアの利用に関する実態調査」
「公立図書館における指定管理者の導入要因」など。


